




京女史学会の一年（1）

夏季史学会旅行
8月 6日（月）～ 7日（火）
真田宝物館・善光寺・松本城

善光寺にて

真田邸 宿泊先での会食風景

新入生歓迎バスツアー
4月 5日（木）
善峯寺

新入生本願寺参拝 善峯寺



京女史学会の一年（2）

春期公開講座秋季公開講座
11月 8日（木）

ゲストは天理大学の
� 谷井陽子 先生

日本史の綾村宏 教授

コース分け説明会
12月 7日（金）

西洋史教員によるコース説明
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二
〇
一
八
年
度　

学
会
行
事

春
季
学
会
旅
行　
三
月
二
七
日（
火
）〜
二
八
日（
水
）

　

飛
騨
高
山
方
面

春
の
史
学
会
旅
行
で
は
飛
騨
高
山
方
面
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
日
目
に
白
川
郷
を
訪
問
し
、
二
日
目
に
犬
山
城
と
明
治
村

を
め
ぐ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

旅
行
初
日
、
白
川
郷
へ
の
訪
問
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
雪

が
積
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
暖
か
い
と
い
う
絶
好
の

旅
行
日
和
で
あ
り
、
散
策
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
京
都
で
は
な
か
な
か
体
験

す
る
こ
と
の
な
い
高
く
積
も
っ
た
雪
と
、
立
派
な
合
掌
造
り

の
集
落
に
興
味
津
々
で
し
た
。

旅
行
二
日
目
、
は
じ
め
に
訪
れ
た
の
は
犬
山
城
で
す
。
訪

れ
た
時
期
は
丁
度
桜
の
開
花
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
お

り
、
犬
山
城
天
守
閣
と
桜
の
花
の
美
し
い
情
景
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
春
を
満
喫
す
る
姿
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
城
内
に
入
る
と
、
天
守
に
向
か
っ
て
急
傾
斜
の
階
段

が
い
く
つ
も
存
在
し
、
一
段
一
段
登
っ
て
行
く
と
当
時
の
人
々

が
城
内
で
見
て
い
た
景
色
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旅
行
は
最
後
の
目
的
地
で
あ
る
明
治
村
へ
向
か
い
ま
す
。

明
治
村
と
は
明
治
の
建
築
技
術
を
用
い
て
建
造
さ
れ
た
重
要

文
化
財
や
指
定
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
施
設

で
、
村
内
は
ま
る
で
明
治
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
し
た
。
学
生
た
ち
は
明
治
の
レ
ト

ロ
で
長
閑
な
時
間
を
過
ご
し
、
と
て
も
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

二
日
間
の
旅
行
は
先
生
方
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生

同
士
の
中
も
深
め
、
新
し
い
経
験
を
得
た
実
り
あ
る
も
の
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
と
て
も
思
い
出
深
く
、
目
一
杯
飛
騨
高

山
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
旅
行
で
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会　
四
月
二
日（
月
）

穏
や
か
な
春
の
日
差
し
の
中
、
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
史

学
科
に
新
た
に
百
二
〇
余
名
の
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

新
入
生
た
ち
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
つ
つ
み
、
や

や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
教
室
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
去
年
の

自
分
も
同
じ
よ
う
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
普
段
よ
り
も

細
や
か
な
気
遣
い
を
心
が
け
ま
し
た
。

史
学
科
や
史
学
会
の
説
明
、
役
員
の
自
己
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
こ
と
や
、
大
学
生
活
に
つ
い

て
伝
え
て
い
る
時
は
、
特
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
に
対
す
る
期
待
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
史
学
会
の
説
明
の
際
に
は
、
時
々
笑
い
が
起
こ
り
彼

女
た
ち
の
緊
張
を
少
し
ば
か
り
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
入
生
に
も
気
軽
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
史
学
会
に

し
て
い
こ
う
と
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
バ
ス
ツ
ア
ー　
四
月
五
日（
木
）　

善
峯
寺

本
願
寺
参
拝
後
、
新
入
生
は
毎
年
行
わ
れ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
す
。
本
年
度
は
善
峯
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
新
入

生
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ス
に
分
か
れ
て
乗
車
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
史
学
科
の
先
生
方
も
引
率
さ
れ
ま
す
。

移
動
中
の
バ
ス
車
内
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
新

入
生
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
己
紹
介
で
は
笑
い
が

起
こ
る
こ
と
も
多
く
、
終
始
温
か
な
雰
囲
気
の
も
と
行
わ
れ

る
の
で
、
は
じ
め
は
緊
張
し
て
し
ま
う
新
入
生
も
お
互
い
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
出
身
地
や
趣
味
な
ど
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
友
達
作
り
に
つ
な
が
る
貴
重
な

機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

目
的
地
で
あ
る
善
峯
寺
は
名
物
の
枝
垂
桜
が
見
ご
ろ
で
、

美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、

先
生
方
や
バ
ス
車
内
の
自
己
紹
介
で
気
に
な
っ
た
人
に
声
を

か
け
て
、
一
緒
に
境
内
を
見
て
回
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
楽

し
そ
う
に
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
る
様
子
は
と
て
も
微
笑
ま
し

い
も
の
で
し
た
。

本
年
度
に
限
ら
ず
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
新
入
生
に
と
っ
て
新

た
な
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

夏
季
学
会
旅
行　
八
月
六
日（
月
）〜
七
日（
火
）　

長
野

夏
季
史
学
会
旅
行
で
は
長
野
方
面
へ
訪
れ
、
一
日
目
は
長

野
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
自
己
紹
介
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

で
盛
り
上
が
り
な
が
ら
向
か
い
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
で
あ
る
長
野
市
の
真
田
宝
物
館
に
着
く
と
、

宝
物
館
に
は
真
田
家
に
伝
わ
る
古
文
書
や
武
具
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
各
々
が
真
田
家
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
宝
物
館
の
近
隣
に
は
真
田
邸
な
ど
の
旧

大
名
邸
宅
な
ど
も
あ
り
、
古
い
建
物
に
学
び
な
が
ら
も
心
癒

さ
れ
る
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
同
じ
く
長
野
市
に
あ
る
「
牛
に
引
か
れ
て
善
光

寺
参
り
」
の
言
葉
で
有
名
な
善
光
寺
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

善
光
寺
は
寺
院
の
中
で
は
珍
し
い
無
宗
派
と
さ
れ
、
参
加
者

の
生
徒
各
々
が
静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
お
参
り
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
暗
闇
の
中
を
壁
伝
い
に
少
し
ず
つ
進

ん
で
い
く
胎
内
め
ぐ
り
な
ど
の
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
目
的
地
で
あ
る
松
本
市
の
松
本
城
は
安
土
桃
山
時
代

末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
城
で
、
現
存

す
る
五
重
六
階
の
天
守
の
中
で
も
日
本
最
古
で
あ
り
、
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
城
で
す
。
城
を
囲
む
大
き
な
濠
、
そ
の
水
辺

に
映
る
天
守
が
美
し
く
、
そ
の
雄
大
な
城
の
前
で
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
天
守
か
ら
見
え
る
景
色
も
絶
景
で
、
松
本

市
が
一
望
で
き
ま
し
た
。

宿
泊
し
た
旅
館
で
は
美
味
し
い
料
理
を
い
た
だ
き
、
カ
ラ

オ
ケ
会
や
二
次
会
で
は
普
段
あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
の
な
い
人

や
、
先
生
方
と
の
交
流
も
で
き
、
様
々
な
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
参
加
者
一
人
一
人
が
観
光
で
も

そ
れ
以
外
で
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、
大
変
有
意

義
な
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
論
文
中
間
発
表

日
本
史　

一
〇
月
三
日（
水
）〜
五
日（
金
）

東
洋
史　

一
〇
月
八
日（
月
）〜
九
日（
火
）

西
洋
史　

一
〇
月
一
七
日（
水
）〜
一
九
日（
金
）

秋
季
公
開
講
座　
一
一
月
八
日（
木
） 

　
Ｊ
四
二
〇
教
室

三
徳
山
三
佛
寺
歴
史
資
料
調
査 

本
学
教
授　

綾
村　
　

宏

檔
案
資
料
か
ら
み
た
清
代
中
国
の
商
人

 

天
理
大
学
文
学
部
教
授　

谷
井　

陽
子
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コ
ー
ス
分
け
説
明
会　
一
二
月
七
日（
金
）

　
Ｊ
二
二
四
教
室

本
年
度
も
一
回
生
対
象
の
コ
ー
ス
分
け
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ー
ス
分
け
説
明
会
は
、
一
回
生
が
日
本
史
、
東

洋
史
、
西
洋
史
の
中
か
ら
二
回
生
以
降
の
コ
ー
ス
を
決
め
る

た
め
の
説
明
会
で
す
。
一
回
生
が
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
先

生
方
の
説
明
を
受
け
る
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
。

先
生
方
は
ご
自
身
の
ゼ
ミ
や
各
コ
ー
ス
で
学
べ
る
こ
と
等

に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
紹
介
し
て
く
だ

さ
り
、
会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み
ま
し
た
。
一
回

生
は
今
後
の
自
分
の
針
路
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真

剣
に
説
明
に
耳
を
傾
け
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

一
回
生
に
と
っ
て
今
回
の
コ
ー
ス
分
け
は
重
要
な
分
岐
点

で
、
自
分
が
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
を
考
え
る
良
い
機

会
だ
と
思
い
ま
す
。
悔
い
の
な
い
選
択
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
予
餞
会　
一
二
月
二
〇
日（
木
）

卒
業
論
文
の
提
出
締
切
日
、
恒
例
の
予
餞
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
旅
館
こ
う
ろ
に
お
世
話
に
な
り
、
先
生
方

や
多
く
の
四
回
生
が
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
日
々

を
称
え
あ
い
、
と
て
も
賑
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
論
文
は
、
大
学
で
過
ご
し
た
四
年
間
の
総
決
算
で
す
。

今
年
度
は
図
書
館
の
新
設
に
伴
い
、
史
料
や
論
文
の
収
集
に

困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
と
の
相
談
を
重
ね
、

史
料
や
論
文
と
向
き
合
い
、
時
間
を
忘
れ
て
学
生
研
究
室
で

作
業
を
す
る
等
、
卒
業
論
文
の
執
筆
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
締
切
の
直
前
ま
で
努
力
を
惜
し
ま
ず
に
粘
る
姿
も
あ

り
ま
し
た
。
予
餞
会
で
の
達
成
感
に
満
ち
た
顔
は
、
充
実
し

た
学
生
生
活
を
表
す
と
と
も
に
、
卒
業
論
文
完
成
の
実
感
を

湧
か
せ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
も
、
学
生
生
活
が
実
り
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
努
力
を
重
ね
、
皆
が
こ
の
日
を
晴
々
と
し
た
笑
顔
で
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

二
〇
一
八
年
度　

史
学
科
講
義
題
目

　

史
学
科
共
通

講
義日本

史
概
論
Ａ 

告
井
准
教
授

日
本
史
概
論
Ｂ 

坂
口
教
授

東
洋
史
概
論
Ａ 

松
井
教
授

東
洋
史
概
論
Ｂ 

箱
田
准
教
授

西
洋
史
概
論
Ａ 

桑
山
教
授

西
洋
史
概
論
Ｂ 

本
田
教
授

考
古
学 

梶
川
講
師

民
俗
学 

芳
井
講
師

日
本
美
術
史 

山
本
講
師

東
洋
美
術
史 

竹
浪
講
師

西
洋
美
術
史 

吉
田
講
師

歴
史
地
理
学 

中
村
講
師

人
文
地
理
学 

松
岡
講
師

自
然
地
理
学 

谷
端
講
師

地
誌
学 

古
関
講
師

講
読史学

外
書
講
読
Ｉ 

谷
口
教
授
、
木
下
講
師

史
学
外
書
講
読
Ⅱ 

谷
口
教
授

漢
文 

菅
沼
・
馬
場
・
前
田
・
森
永
講
師

ラ
テ
ン
語 

桑
山
教
授
、
佐
野
・
疋
田
講
師

演
習史学

基
礎
演
習
Ａ　
　
　
　
　

桑
山
・
松
井
・
母
利
教
授
、

 

告
井
准
教
授

史
学
基
礎
演
習
Ｂ　
　

谷
口
・
早
島
・
本
田
・
山
田
教
授
、

 
梅
田
・
告
井
・
箱
田
准
教
授

　

日
本
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

基
礎
か
ら
学
び
直
す
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史

　

│
日
本
の
植
民
地
問
題
を
軸
に
し
て
│ 

坂
口
教
授

京
都
の
近
代

　

│
そ
の
産
業
化
と
都
市
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│ 

 

坂
口
教
授

幕
末
維
新
期
の
政
局
と
京
都 

母
利
教
授

〝
書
跡
資
料
〞
概
論 

綾
村
教
授

室
町
幕
府
と
そ
の
時
代 

早
島
教
授

古
代
史
料
概
説 

告
井
准
教
授

古
代
史
の
基
礎
知
識 

告
井
准
教
授

陰
陽
道
か
ら
見
る
日
本
宗
教
史 

梅
田
准
教
授

近
世
京
都
の
宗
教
拠
点 

梅
田
准
教
授

中
世
前
期
の
京
都
か
ら
考
え
る
日
本
の
歴
史
と
文
化

 

野
口
講
師

武
士
の
列
島
展
開
に
見
る
中
世
成
立
期
の
日
本
社
会

 

野
口
講
師

講
読日本

史
講
読
Ⅰ　
　
　
　
　
　

母
利
教
授
、
梅
田
准
教
授
、

 

佐
竹
・
高
井
・
田
中
講
師

日
本
史
講
読
Ⅱ　
　
　
　
　
　

早
島
教
授
、
告
井
准
教
授
、

 

木
本
・
中
村
・
吉
住
講
師

日
本
古
文
書
Ⅰ 

綾
村
・
母
利
教
授

日
本
古
文
書
Ⅱ 

早
島
・
母
利
教
授

演
習日本

史
入
門
演
習　
　

綾
村
・
坂
口
・
早
島
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅰ　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
早
島
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅱ　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
早
島
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
准
教
授

　

東
洋
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

中
国
中
世
仏
教
史
の
諸
相 

松
浦
講
師

前
近
代
に
お
け
る
日
中
交
渉
の
歴
史 

松
浦
講
師

朝
鮮
の
歴
史
と
対
中
国
関
係 

木
村
講
師

朝
鮮
の
歴
史
と
対
日
本
関
係 

木
村
講
師

一
三
│
一
四
世
紀
の
西
ア
ジ
ア 

谷
口
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
期
イ
ラ
ン
の
政
治
・
文
化
史 

杉
山
講
師

近
代
中
国
に
お
け
る
文
化
交
流 

箱
田
准
教
授

現
代
中
国
外
交
史 

箱
田
准
教
授

中
国
出
土
文
字
史
料
の
検
討 

松
井
教
授

中
国
古
代
刑
罰
制
度
史 

宮
宅
講
師

一
六
│
一
七
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
ア
ジ
ア
進
出
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彙　　　報

 

中
砂
講
師

マ
カ
オ
の
一
世
紀 

中
砂
講
師

講
読東洋

史
講
読
Ⅰ 

箱
田
准
教
授
、
角
谷
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅱ
Ａ 

松
井
教
授

東
洋
史
講
読
Ⅱ
Ｂ 

馬
場
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅲ 

村
井
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅳ 

岡
本
講
師

演
習東洋

史
入
門
演
習　
　

谷
口
・
松
井
教
授
、 

箱
田
准
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅰ 

谷
口
・
松
井
教
授
、
箱
田
准
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅱ 

谷
口
・
松
井
教
授
、
箱
田
准
教
授

　
　

西
洋
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

英
領
イ
ン
ド
帝
国
に
お
け
る
政
治
儀
礼 
本
田
教
授

近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
事
典
・
辞
書
作
り 

本
田
教
授

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
「
ポ
リ
ス
」
と
社
会
・
文
化

 

杉
本
講
師

古
代
ロ
ー
マ
の
神
々 

桑
山
教
授

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
国
制
史
の
新
た
な
地
平 

山
田
教
授

中
世
後
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
王
権
と
諸
侯 

頼
講
師

ア
メ
リ
カ
の
独
立
革
命
（
対
英
独
立
戦
争
）
と
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
誕
生 

常
松
講
師

一
八
〇
〇
年
の
「
革
命
」
と
ア
メ
リ
カ
共
和
主
義
の
発
展

 

常
松
講
師

近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
国
家
と
社
会

 

小
山
講
師

ポ
ロ
ー
ニ
ア
と
白
鷲 

小
山
講
師

末
期
ロ
シ
ア
帝
国
と
南
カ
フ
カ
ス 

伊
藤
講
師

一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
世
界 

王
寺
講
師

講
読西洋

史
講
読
Ⅰ 

山
田
教
授
、
青
木
講
師

西
洋
史
講
読
Ⅱ 

本
田
教
授

西
洋
史
講
読
Ⅲ 

山
田
教
授
、
杉
本
・
園
屋
講
師

西
洋
史
講
読
Ⅳ 

桑
山
教
授

演
習西洋

史
入
門
演
習 

桑
山
・
本
田
・
山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅰ 

桑
山
・
本
田
・
山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅱ 

桑
山
・
本
田
・
山
田
教
授

﹇
注
﹈
Ａ
は
前
期
、
Ｂ
は
後
期
、
特
記
し
て
い
な
い
も
の
は

前
後
期
共
通
。
た
だ
し
特
殊
講
義
に
つ
い
て
は
、
同
一
担
当

者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、

前
期
・
後
期
の
順
に
掲
載
し
た
。

二
〇
一
八
年
度　

卒
業
論
文
題
目

　

日
本
史
コ
ー
ス

青
山
日
向
子　

充
真
院
の
紀
行
文
か
ら
見
る
変
化

麻
生　
　

薫　

山
口
県
大
島
郡
に
お
け
る
ハ
ワ
イ
官
約
移
民

に
つ
い
て
の
一
考
察  

五
十
嵐
美
里　

越
後
瞽
女
の
衰
退
と
滅
亡

磯　

莉
々
花　

新
選
組
は
悪
か
否
か

稲
牆　

百
花　

近
世
城
下
町
和
歌
山
の
牢
番
頭
仲
間
の
実
態

│
役
負
担
の
変
化
・
頭
仲
間
の
序
列
に
つ

い
て
│

井
上　

明
香　

下
雑
色
小
嶋
氏
か
ら
み
る
雑
色
の
役
割

井
上　

栞
奈　

平
安
時
代
の
花
宴
│
醍
醐
朝
か
ら
村
上
朝
に

か
け
て
│

上
野　

奈
菜　

近
世
庶
民
に
お
け
る
離
婚
の
実
態
│
河
内
国

河
内
郡
日
下
村
を
中
心
に
│

植
村　

沙
彩　

日
野
西
資
子
の
熊
野
参
詣

内
海
な
ぎ
さ　

邦
字
新
聞
か
ら
見
る
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
ア

メ
リ
カ
公
演

大
月　
　

南　

竈
帳
か
ら
見
る
佐
賀
藩
の
城
下
町

大
西
優
里
佳　
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
み
る
古
代
播
磨
の
権

力
構
造

岡
田
真
奈
美　

寺
子
屋
か
ら
み
る
近
世
社
会
の
教
育
│
江
戸

と
大
坂
を
中
心
に
│

小
田
今
日
子　

承
平
天
慶
の
乱
と
中
世
的
祈
祷
秩
序
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　

│
園
城
寺
派
の
僧
を
中
心
に
│

尾
上　

翠
子　

伏
見
の
宿
場
と
し
て
の
発
展
と
地
理
的
関
係

尾
宮　

麻
美　

水
口
藩
加
藤
家
に
お
け
る
江
戸
詰
家
臣
と
国

元
詰
家
臣
の
比
較

金
澤　

優
花　

京
都
市
の
空
襲
│
ウ
ォ
ー
ナ
ー
リ
ス
ト
と
空

襲
の
関
係
性
│

金
田　

満
帆　

熊
本
に
お
け
る
奏
楽

亀
山　

佳
代　

中
世
の
塩
業
と
金
融
に
つ
い
て

川
原　

由
佳　

豊
臣
政
権
の
寺
社
政
策
〜
豊
臣
政
権
と
木
食

応
其
、
寺
社
と
の
関
係
〜

樹
下　

莉
奈　

小
右
記
か
ら
み
る
彰
子
の
政
治
的
影
響
力

清
田
満
理
奈　

井
伊
家
本
妻
と
江
戸
城
大
奥
の
文
通
│
書
札

礼
を
中
心
に
│

窪
田　

依
未　

後
斎
藤
氏
の
一
色
改
姓
と
権
力
編
成

倉
田　

優
希　

仏
教
寺
院
に
お
け
る
入
浴
の
認
識
と
影
響

黒
澤　

洸
奈　

山
名
文
夫
と
資
生
堂
の
女
性
像
│
第
一
期
、

第
二
期
の
作
品
か
ら
み
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
広
告
の
役
割  

小
木
英
梨
奈　

三
河
中
条
氏
と
大
陽
義
冲
│
室
町
期
の
都
鄙

交
通
の
一
断
面
│    

郷
原　

綾
乃　

平
安
期
に
お
け
る
貴
族
、
官
人
の
浮
文
・
固

文
袴

後
藤　

優
希　

永
井
直
清
と
千
提
寺
・
下
音
羽
の
キ
リ
シ
タ

ン
信
仰

佐
治　

聖
奈　

近
世
大
坂
の
出
版
文
化
│
心
斎
橋
筋
の
本
屋

よ
り
│

塩
谷　

瑠
奈　

戦
時
期
の
聖
徳
太
子
観
の
変
遷
と
太
子
の
肖

像
が
入
っ
た
紙
幣

志
賀　

萌
花　

摂
津
池
田
氏
の
支
配
体
制
に
つ
い
て

下
坂　
　

碧　

後
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る一条
家
と
公
武
関
係

杉
本　

詩
穂　

三
二
年
テ
ー
ゼ
に
お
け
る
反
天
皇
制
の
発
生

と
改
善
へ
の
考
察

曽
我
部
有
華　

近
世
大
坂
の
治
水
と
新
田
│
大
阪
湾
岸
を
中

心
に
│

園
田　

愛
実　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
近

江
八
幡

髙
崎
智
紗
子　

占
守
島
の
戦
い
に
み
る
日
ソ
両
国
の
戦
闘
意
義

高
田　

梨
央　

平
安
時
代
女
房
装
束
の
成
立
過
程
│
袿
を
中

心
に
│

滝　
　

来
実　

日
本
中
世
史
に
お
け
る
打
物
の
登
場

竹
田　

莉
子　

名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
近
代
化

龍
野
和
華
子　

日
本
陸
軍
に
お
け
る
変
遷
と
改
革

田
中　

華
琳　

太
平
洋
戦
争
末
期
に
お
け
る
輸
送
戦
士
の
存

在
意
義
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史　　　窓

檀
上　
　

遼　

同
乗
か
ら
見
る
後
期
摂
関
権
力
の
確
立

豊
田　

結
花　

初
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
二
頭
政
治
に
対
す

る
足
利
直
義
の
関
わ
り

中
田
ほ
の
か　

興
福
寺
寺
辺
新
制
の
考
察

野
口　

夏
美　

蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
と
乙
巳
の
変

野
田　

真
由　

平
氏
に
よ
る
大
規
模
な
軍
事
的
動
員
の
意
義

則
藤　

千
裕　

青
い
目
の
人
形
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
か
ら
見
る　

戦
前
戦
後
の
日
米
交
流

橋
本　

知
佳　

敵
国
人
と
見
な
さ
れ
た
日
系
カ
ナ
ダ
人
│
ア

ン
グ
ラ
ー
収
容
所
に
お
け
る
収
容
者
の
思

想
と
収
容
生
活
│  

羽
谷　

優
花　

天
武
諸
皇
子
の
立
場
の
変
化
と
そ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　

│
天
武
朝
か
ら
文
武
朝
を
中
心
に
│

浜
脇　

紗
来　

キ
サ
キ
の
身
位
か
ら
み
る
十
世
紀
に
お
け
る

親
王
の
地
位

林　
　

果
鈴　

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ポ
ス
タ
ー
の
成
立
過
程
と
作

り
手
の
意
識

平
井　

里
奈　

太
平
洋
戦
争
下
の
ド
イ
ツ
人
社
会
│
滞
日
ド

イ
ツ
人
の
証
言
を
も
と
に
│

平
林　
　

桜　

江
戸
時
代
に
お
け
る
飯
盛
女
の
存
在
形
態

深
田
詩
央
里　

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
変
容
と
在
日
朝
鮮
人
文

学
│
金
城
一
紀
を
中
心
に
│

藤
井
菜
々
子　

大
名
交
際
か
ら
見
る
柳
沢
家
の
存
続

藤
田　

歩
実　

出
版
物
か
ら
み
る
宮
武
外
骨
の
思
想

藤
田　

麻
里　

近
世
京
都
に
お
け
る
都
市
開
発
と
遊
所
化

　
　
　
　
　
　
　

│
祇
園
社
領
広
小
路
の
事
例
を
中
心
に
│

二
口
由
莉
華　
「
織
田
信
長
の
禁
制
に
お
け
る
礼
銭
禁
止
に

つ
い
て
」

堀　

加
奈
実　

織
田
信
長
の
対
仏
教
勢
力
政
策
の
転
換
│
湖

北
一
向
一
揆
を
中
心
に
│

前
田　

千
尋　

近
江
天
保
一
揆
に
お
け
る
村
と
義
民

松
平　

苑
子　

日
本
古
代
に
お
け
る
「
刀
自
」

丸
本　

悠
乃　

開
帳
を
め
ぐ
る
人
々
│
江
戸
時
代
の
石
山
寺

を
中
心
に
│

水
口
友
里
佳　

薩
摩
藩
に
お
け
る
密
貿
易
│
調
所
広
郷
の
財

政
改
革
事
業
に
注
目
し
て
│

峰　
　

成
美　

細
川
家
か
ら
見
る
茶
の
湯
の
価
値
と
そ
の
存
在

壬
生　

百
香　

女
子
挺
身
隊
の
方
針
と
生
活
〜
豊
川
海
軍
工

廠
を
中
心
に
〜

宮
本　

麻
菜　

皇
位
継
承
に
お
け
る
文
武
天
皇
の
影
響

森
井　

春
陽　

近
世
祇
園
会
に
お
け
る
寄
町
制
度
│
北
袋
屋

町
文
書
「
祇
園
会
地
之
口
古
例
之
帳
」
を

中
心
に
│

森
下
友
美
子　

江
戸
時
代
京
都
の
建
築
に
お
け
る
許
可
申
請

と
規
制
の
実
態
│
『
成
就
院
日
記
』
の
分

析
か
ら
│

山
岡　

茉
由　

東
大
寺
修
二
会
の
価
値
│
東
大
寺
上
院
修
中

過
去
帳
を
中
心
に
│

山
口　

由
起　

正
平
地
震
と
南
北
朝
の
動
乱

山
口　

優
海　

幕
末
に
お
け
る
尾
張
藩
の
情
報
伝
達
│
在
京

御
用
達
役
に
注
目
し
て
│  

山
田　

真
梨　

加
賀
藩
御
細
工
所
に
お
け
る
能
方
と
の
兼
芸

に
つ
い
て

山
守　

紗
世　

台
湾
統
治
初
期
に
お
け
る
阿
片
専
売
制
度
の

導
入
と
収
益

若
林　

美
玖　

万
世
特
攻
か
ら
「
特
攻
」
を
考
え
る

渡
邉　

圭
子　

即
成
院
の
二
十
五
菩
薩
練
供
養
│
そ
の
成
立

と
意
図
│

　

東
洋
史
コ
ー
ス

赤
熊　

由
季　

陳
水
扁
の
選
挙
戦
略
と
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
高
揚

池
田　
　

凜　

中
世
イ
ス
ラ
ム
都
市
に
お
け
る
マ
ド
ラ
サ
の

役
割
│
シ
リ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
を
中
心
に
│

岩
本　

栞
奈　

イ
ス
ラ
ム
成
立
期
に
お
け
る
リ
バ
ー
禁
止
の

起
源
と
展
開

紀
伊
貴
和
子　

五
・
四
時
期
か
ら
み
た
女
性
の
恋
愛
と
結
婚

　
　
　
　
　
　
　

│
文
学
作
品
や
婦
女
雑
誌
を
通
し
て
│

小
澤　

真
帆　

ム
ガ
ル
朝
皇
帝
ア
ク
バ
ル
の
宗
教
政
策
│
マ

フ
ザ
ル
と
デ
ィ
ー
ネ
・
イ
ラ
ー
ヒ
ー
を
中

心
に
│

近
藤　

ま
ゆ　

近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
灌
漑
シ
ス
テ
ム
移

行
と
農
村
社
会

坂
口　

琴
音　

現
代
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
内
部
対
立
問
題

新
主　

紀
香　
『
名
公
書
判
清
明
集
』
か
ら
み
た
宋
代
女
性

の
実
像

高
橋　

美
帆　

中
国
古
代
の
洛
陽
と
『
周
礼
』

高
見　

茉
奈　

東
洋
史
に
お
け
る
三
味
線
の
ル
ー
ツ
を
探
る

│
三
味
線
弾
き
の
目
で
見
る
撥
絃
楽
器
の

変
遷
│

玉
置
理
華
子　

張
作
霖
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
対
外
政
策

に
お
け
る
影
響

西
山　

加
純　

満
映
の
改
革
者　

甘
粕
正
彦
の
思
想

平
石
み
の
り　

ト
ル
コ
と
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
ル
問
題

堀
口　

晴
菜　

ミ
マ
ー
ル
・
シ
ナ
ン
の
モ
ス
ク
建
築
│
四
本

柱
集
中
式
か
ら
六
、
八
本
柱
集
中
式
へ
│

松
本　

紀
保　

漢
帝
国
成
立
後
の
劉
邦
集
団
の
変
遷
に
つ
い

て
│
蕭
何
の
子
孫
を
中
心
に
│

溝
上　

綾
菜　

唐
代
長
安
の
日
本
人
留
学
僧
の
暮
ら
し

光
藤　

遥
香　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
少
数
民
族

教
育
と
そ
の
問
題
│
一
九
九
〇
年
代
を
中

心
に
│

　

西
洋
史
コ
ー
ス

東　

う
ら
ら　

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
お
け
る
帯
剣
貴
族
の

役
割

石
谷　

彩
花　

政
権
掌
握
前
後
の
ナ
チ
ス
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
効
果

上
野　

芳
恵　

中
世
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
商
業
と
技
術
改
革

植
村　

帆
南　

ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
の
「
記
録
の
抹
消
」

大
坪
布
仕
子　

ネ
ロ
と
女
た
ち
│
ユ
リ
ア
・
ア
グ
リ
ッ
ピ
ナ
、

ア
ク
テ
、
ポ
ッ
パ
エ
ア
・
サ
ビ
ナ
│

加
耒　

莞
奈　

中
世
ド
イ
ツ
の
都
市
景
観
と
発
展

勝
股　

真
弥　

孤
立
か
ら
協
調
へ
│
外
務
官
僚
の
台
頭
と
世

紀
転
換
期
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
│

加
藤　

綾
子　
「
ス
キ
タ
イ
」
と
そ
の
実
態

角　

穂
乃
花　

マ
ケ
ド
ニ
ア
王
家
の
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
利
用

川
崎
佐
和
佳　

奴
隷
解
放
宣
言
か
ら
キ
ン
グ
牧
師
演
説
ま
で

の
黒
人
解
放
の
道
の
り

菊
地　

里
奈　

中
世
後
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
と

ボ
ル
ド
ー
ワ
イ
ン

楠
澤　

邑
美　

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
と
デ
ー
ン
人
の
衝
突

│
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
と
デ
ー
ン
ロ
ー
│

小
泉
菜
々
子　

ド
ム
ス
・
ア
ウ
グ
ス
タ
に
お
け
る
妻
の
政
治



71

彙　　　報

的
役
割

小
島　

遼
子　

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
民
国
家
と
軍
隊

島
田　

雅
子　

ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
ワ
ー
グ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　

│
ワ
グ
ネ
リ
ア
ン
と
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー
│

島
袋
さ
く
ら　

ナ
チ
支
配
下
ウ
ィ
ー
ン
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
強
制
移
送
政
策
│
ユ
ダ
ヤ
人
統
率
組
織

に
注
目
し
て
│

清
水　

綾
里　

迫
る
ペ
ス
ト
禍
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
動
揺
│

鈴
木　

彩
楓　
「
伝
統
／
神
話
」
の
形
成
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
│
一
九
世
紀
後
半
の
カ
ナ
ダ
と
二
〇
世

紀
初
頭
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
│

即
席　

詩
織　

二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
東
欧
系
ユ
ダ

ヤ
移
民
の
上
昇
過
程
と
教
育

竹
内　

夢
乃　

流
動
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
ブ
ラ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
人
々
に
与
え
た
影
響

田
渕　

真
理　

ル
イ
一
四
世
の
王
権
表
象

筒
井　

陽
香　

ア
ク
エ
ン
ア
テ
ン
の
宗
教
政
策

中
村　

知
菜　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ

ス
女
性
労
働
運
動
│
メ
ア
リ
ー
・
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
及
ぼ
し
た
影
響
│

西
薗　

奈
那　

エ
フ
ェ
ソ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
ス
と
そ
の
女
性
神
官

橋
本　

沙
織　

第
一
次
世
界
大
戦
下
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

民
衆
意
識
の
統
制

葉
山
佑
里
子　

一
七
世
紀
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
宗
教
政
策
と

長
老
派
の
伝
統

東
野　

彩
香　

指
導
者
か
ら
み
る
メ
キ
シ
コ
革
命
の
成
否

　
　
　
　
　
　
　

│
ロ
シ
ア
革
命
と
比
較
し
て
│

藤
原　
　

遥　

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
と
近
代
セ
ル
ビ
ア
に
お

け
る
暗
殺
の
伝
統

藤
本　

紗
奈　

一
六
│
一
七
世
紀
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
お

け
る
絵
画
市
場
の
構
造
転
換  

細
田　

美
結　

共
和
政
末
期
か
ら
元
首
政
に
か
け
て
の
食
糧

供
給

松
良　

侑
佳　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

水
川　

紗
希　

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
衆
の
食
糧
事
情
│
ド

イ
ツ
都
市
の
事
例
│

山
口　

尚
子　

ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
『
建
築
書
』
か
ら
み
る

都
市
の
理
想
と
実
態

山
田　

志
保　

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
娯
楽

二
〇
一
八
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

　

史
学
専
攻
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程
講
義
題
目

特
論日本

古
代
史
料
読
解  

告
井
准
教
授

歴
史
資
料
関
係
論
文
の
分
析 

綾
村
教
授

歴
史
資
料
関
係
史
料
の
分
析 

綾
村
教
授

中
世
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
の
基
本
的
文
献
研
究

 

早
島
教
授

中
世
か
ら
織
豊
期
ま
で
の
基
本
的
文
献
を
読
む

 

早
島
教
授

陰
陽
道
か
ら
見
る
日
本
宗
教
史 

梅
田
准
教
授

近
世
京
都
の
宗
教
拠
点 

梅
田
准
教
授

高
橋
秀
直
『
幕
末
維
新
の
政
治
と
社
会
』
を
読
む

 

母
利
教
授

笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
を
読
む

 

母
利
教
授

武
田
尚
子
著
『
ミ
ル
ク
と
日
本
人
』
を
読
み
、
史
料
の
理

解
と
図
表
の
作
り
方
・
示
し
方
を
考
え
る 

坂
口
教
授

江
原
絢
子
他
著
『
日
本
食
物
史
』
を
読
む 

坂
口
教
授

地
域
の
記
録
を
読
む  

小
林
講
師

古
文
書
の
理
解
と
読
解 

河
内
講
師

古
記
録
の
理
解
と
読
解 

河
内
講
師

周
王
朝
の
国
制
研
究  

松
井
教
授

近
代
中
国
に
お
け
る
国
際
法
受
容 

箱
田
准
教
授

近
代
中
国
外
交
史 

箱
田
准
教
授

明
末
の
キ
リ
ス
ト
教
士
人
た
ち 

中
砂
講
師

明
末
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
る
翻
訳
事
業

 

中
砂
講
師

前
近
代
ア
ラ
ブ
地
域
の
ウ
ラ
マ
ー 
谷
口
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
お
け
る
口
承
の
尊
重 
谷
口
教
授

※
末
期
ロ
シ
ア
帝
国
と
南
カ
フ
カ
ス 
伊
藤
講
師

※
一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
世
界 

王
子
講
師

後
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国 

桑
山
教
授

後
二
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国 

桑
山
教
授

中
世
後
期
・
近
代
初
期
の
市
場
発
展
と
そ
の
変
容

 

山
田
教
授

近
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
的
権
力
者 

本
田
教
授

第
一
次
世
界
大
戦
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
政
と
外
交

 

常
松
講
師

※
近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
国
家
と
社
会

 

小
山
講
師

※
ポ
ロ
ー
ニ
ア
と
白
鷲 

小
山
講
師

 

（
※
は
学
部
共
通
）

演
習日本

史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ  

告
井
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ  

綾
村
教
授

日
本
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

母
利
教
授

日
本
史
演
習
Ⅶ
・
Ⅷ 

梅
田
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅸ
・
Ⅹ  

坂
口
教
授

日
本
史
演
習
Ⅺ
・
Ⅻ 

早
島
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
（
前
期
の
み
） 

松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ  

箱
田
准
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ  

谷
口
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ  

桑
山
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ
（
後
期
の
み
） 

 

山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ  

本
田
教
授

﹇
注
﹈
特
論
に
つ
い
て
は
、
同
一
担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ

れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、
前
期
・
後
期
の
順
に

掲
載
し
た
。
そ
の
他
は
前
後
期
共
通
。

　

史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅱ 

綾
村
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅲ 

母
利
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅳ 

坂
口
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅵ  

早
島
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
Ⅰ 

松
井
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
Ⅳ 

谷
口
教
授

西
洋
史
特
殊
研
究
Ⅰ 

本
田
教
授

西
洋
史
特
殊
研
究
Ⅲ 

桑
山
教
授

研
究
指
導 

綾
村
・
早
島
・
桑
山
・
本
田
教
授
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史　　　窓

二
〇
一
八
年
度　

博
士
論
文
題
目

小
南　

妙
覚　

慈
覚
大
師
円
仁
将
来
目
録
の
研
究
│
入
唐
求

法
の
活
動
と
成
果
│

二
〇
一
八
年
度　

修
士
論
文
題
目

小
森
麻
祐
子　
　

一
一
世
紀
北
部
フ
ラ
ン
ス
の
新
興
領
主
家

門
の
上
昇
―
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
境
界
地
域

の
ベ
レ
ー
ム
家
の
場
合
―

坂
根　

早
織　
　

光
明
皇
后
の
信
仰
―
仏
事
施
策
の
実
態
か

ら
み
る
―

長
島　
　

茜　
　

明
治
期
に
お
け
る
京
都
府
南
山
城
地
方
相

楽
郡
の
茶
業
史
―
茶
貿
易
の
問
題
と
そ

の
関
連
活
動
―

樋
上　

瑞
希　
　

奈
良
時
代
の
女
性
官
人
―
制
度
と
実
態
の

間
―

牧
野　

千
里　
　

平
安
期
に
お
け
る
随
身
賜
与
か
ら
み
る
摂

関
権
力
の
展
開

溝
岡　

愛
子　
　

艦
内
新
聞
の
基
礎
的
研
究
―
起
源
と
定
義
、

お
よ
び
そ
の
発
行
―

武
藤　

真
由　
　

越
後
長
岡
藩
足
軽
組
の
職
掌
と
人
材
選
定

二
〇
一
八
年
度　

大
学
院
行
事

　

卒
業
論
文
発
表
会　
四
月
二
四
日
、二
五
日
、九
月
一
七
日

『
婦
女
雑
誌
』
に
み
る
女
子
学
生
の
表
象
と

現
実  

Ｍ
1　

鈴
木　

友
理

ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
の
領
邦
政
策
と
都
市
建

設
│
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
と
シ
ュ
ベ
リ
ン
を
中

心
に
│ 

Ｍ
1　

桃
津　

郁
花

ウ
ル
第
三
王
朝
に
お
け
る
王
の
神
格
化 

 

Ｍ
1　

澤
田　

奈
摘

ヘ
シ
オ
ド
ス
と
古
代
ギ
リ
シ
ア
社
会 
 

Ｍ
1　

恒
次　

悠
里

日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
茶
道
文
化

　

│
『
台
湾
日
日
新
報
』
か
ら
見
る
│

 
 

Ｍ
1　

黄　
　

子
瑜

　

大
学
院
歓
送
迎
会　
五
月
九
日

市
場
小
路
寺
町
本
店
に
て

　

春
期
例
会　
六
月
二
九
日

中
世
末
期
都
市
ベ
ル
ン
の
門
閥
家
門
と
互
恵

関
係  

Ｄ
1　

井
上
こ
こ
ろ

バ
ル
カ
家
に
よ
る
メ
ル
カ
ル
ト
＝
ヘ
ラ
ク
レ

ス
の
政
治
的
利
用 

Ｄ
1　

岡
村　

美
幸

　

秋
期
例
会　
一
〇
月
三
一
日

「
陽
秋
」
│
東
晋
期
に
お
け
る
皇
帝
所
生
母

の
避
諱
│ 

Ｏ
Ｄ　

織
田
め
ぐ
み

　

修
士
論
文
中
間
発
表
会　
一
一
月
六
日
、七
日
、九
日

京
都
南
山
城
地
域
の
茶
業
史
│
海
外
向
け
煎

茶
と
改
良
運
動
│ 

Ｍ
2　

長
島　
　

茜

艦
内
新
聞
の
基
礎
的
研
究
│
日
本
海
軍
の
海

上
新
聞
│ 

Ｍ
2  

溝
岡　

愛
子

光
明
皇
后
の
信
仰
│
仏
事
政
策
の
実
態
か
ら

み
る
│ 

Ｍ
2　

坂
根　

早
織

一
一
世
紀
北
部
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
新
興
領

主
家
門
の
上
昇
│
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
境
界
地

域
の
ベ
レ
ー
ム
家
の
場
合
│

 

Ｍ
3　

小
森
麻
祐
子

越
後
長
岡
藩
に
お
け
る
足
軽
の
職
掌
と
組
織

体
制 

Ｍ
2　

武
藤　

真
由

日
本
古
代
の
女
性
像
│
『
続
日
本
紀
』
よ
り

み
る
女
性
仕
官
者
た
ち
│

 

Ｍ
2　

樋
上　

瑞
希

平
安
期
に
お
け
る
随
身
賜
与
か
ら
み
る
摂
関

権
力
の
展
開 

Ｍ
2　

牧
野　

千
里

研
究
室
だ
よ
り

今
年
度
、
文
学
部
史
学
科
は
一
二
四
名
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
末
時
点
で
、
史
学
科
の
在
籍
学
生
数

は
、
二
回
生
が
一
一
九
名
、
三
回
生
が
一
三
四
名
、
四
回
生

が
一
三
〇
名
、
五
回
生
以
上
が
一
四
名
で
、
合
計
五
二
一
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
に
つ
い
て
は
、
博
士
前
期
課
程
に
日
本
史
一
名
、

東
洋
史
一
名
、
西
洋
史
三
名
、
後
期
課
程
に
西
洋
史
二
名
の

新
入
生
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
期
課
程
は
、
一

回
生
五
名
、
二
回
生
六
名
、
三
回
生
一
名
の
計
一
二
名
と
な

り
、
後
期
課
程
は
、
一
回
生
二
名
、
二
回
生
一
名
、
三
回
生

一
名
の
計
四
名
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
研
修
者
四

名
を
加
え
た
合
計
二
〇
名
が
在
籍
し
、
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

専
任
教
員
は
、
日
本
史
六
名
、
東
洋
史
三
名
、
西
洋
史
三

名
の
計
一
二
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
た
だ
し
前
期
は

山
田
雅
彦
教
授
が
国
内
研
究
員
と
し
て
他
大
学
で
活
動
さ
れ
、

不
在
で
し
た
。
後
期
に
な
り
全
員
が
揃
っ
た
の
も
束
の
間
、

残
念
な
こ
と
に
東
洋
史
コ
ー
ス
を
長
年
支
え
て
来
ら
れ
た
松

井
嘉
徳
教
授
が
一
一
月
一
三
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
綾
村
宏
教
授
が
三
月
末
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
早

島
が
、
来
年
度
か
ら
関
西
学
院
大
学
に
転
任
す
る
な
ど
、
専

任
教
員
の
構
成
も
様
変
わ
り
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
末
に
は
、
現
一
回
生
の
二
年
次
以
降
の
コ
ー

ス
分
属
が
ほ
ぼ
定
ま
り
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
一
月
一
七
日
記　

史
学
科
主
任　

早
島
大
祐
）

　

学
会
委
員

二
〇
一
八
年
度
の
学
会
運
営
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
学
会

委
員
は
次
の
方
々
で
し
た
。
例
年
通
り
史
学
会
諸
行
事
の
企

画
か
ら
運
営
ま
で
、
全
般
に
渡
っ
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

東
洋
史
三
回
生　

藤
岡　

美
波

副
委
員
長　

日
本
史
三
回
生　

伊
藤
緋
那
子

会　
　

計　

日
本
史
三
回
生　

添
島　

鈴
佳

広　
　

報　

日
本
史
三
回
生　

松
浦　

久
美

書　
　

記　

日
本
史
三
回
生　

高
柳　
　

結

Ｓ
Ｓ
Ａ　

西
洋
史
三
回
生　

春
口　

果
穂

日
本
史
二
回
生　

澤
井　

真
帆

日
本
史
二
回
生　

中
澤　

晴
香

日
本
史
二
回
生　

針
崎
も
も
な
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東
洋
史
二
回
生　

明
石　

愛
理

東
洋
史
二
回
生　

元
木
茉
里
奈

西
洋
史
二
回
生　

安
武　

佑
菜

一
回
生　

伊
藤　

瑞
夏

一
回
生　

河
野
茉
柚
子

一
回
生　

小
杉　

玲
奈

一
回
生　

豊
村　

瑞
季

一
回
生　

西
岡　

舞
桜

一
回
生　

宮
下
さ
く
ら

京
都
女
子
大
学
史
学
会
会
則

（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
）

（
名
称
）

第
一
条　

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

（
事
務
局
）

第
二
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学

研
究
室
に
置
く
。。

（
目
的
）

第
三
条　

本
会
は
、史
学
に
関
す
る
諸
問
題
を
研
究
し
、も
っ

て
学
界
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
会
員
）

第
四
条　

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科
の
専
任

教
員
お
よ
び
本
会
が
特
に
認
め
た
者
を
も
っ
て

組
織
す
る
。

（
事
業
）

第
五
条　

本
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

次
の
事
業
を
行
な
う
。

　

1　

機
関
誌
『
史
窓
』
の
発
行
。

　

2　

講
演
会
、
研
究
発
表
会
。

　

3　

そ
の
他
必
要
な
事
業
。

（
代
表
）

第
六
条　

本
会
に
代
表
を
一
名
置
く
。
代
表
は
会
員
の
中
か

ら
互
選
し
、
任
期
は
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
委
員
会
）

第
七
条　
『
史
窓
』
の
発
行
の
た
め
に
、『
史
窓
』
編
集
委
員

会
を
置
く
。
委
員
は
会
員
の
中
か
ら
互
選
し
、

任
期
は
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。
そ
の
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

　

1　

編
集
委
員
長　

一
名

　

2　

編
集
委
員　

若
干
名

（
総
会
）

第
八
条　

本
会
の
総
会
は
、
一
年
に
一
回
以
上
開
催
し
、
本

会
の
重
要
事
項
を
議
決
す
る
。

（
事
業
費
）

第
九
条　

本
会
の
事
業
費
は
、
京
都
女
子
大
学
学
会
・
機
関

誌
刊
行
経
費
、
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て

る
。

（
会
則
の
改
廃
）

第
十
条　

こ
の
会
則
の
改
廃
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
実
施

す
る
。

附　

則　

こ
の
会
則
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。

『
史
窓
』
に
関
す
る
規
約

（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
）

第
一
条　

京
都
女
子
大
学
史
学
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い

う
）
は
、
機
関
誌
と
し
て
『
史
窓
』（
以
下

「
本
誌
」
と
い
う
）
を
刊
行
す
る
。

第
二
条　

本
誌
へ
の
投
稿
資
格
者
は
、
本
会
会
員
お
よ
び

『
史
窓
』
編
集
委
員
会
が
特
に
認
め
た
者
と
す
る
。

第
三
条　

原
稿
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

第
四
条　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
、
本
会
に

属
す
る
。

第
五
条　

執
筆
要
項
な
ど
の
細
則
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
条　

こ
の
規
約
の
改
廃
は
、
編
集
委
員
会
の
議
決
を
経

て
、
総
会
の
承
認
を
得
て
実
施
す
る
。

附　

則　
こ
の
規
約
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

松
井
嘉
徳
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

昨
年
夏
以
来
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
療
養
生
活
を
送
ら
れ

て
い
た
松
井
嘉
徳
先
生
が
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
三
日
、

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
二
歳
。
学
生
た
ち
の
こ
と
を
思

い
何
度
か
来
校
さ
れ
た
折
に
は
、
快
復
へ
の
期
待
も
あ
り
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
に
早
い
訃
報
に
接
し
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

安
ら
か
な
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

編　

集　

後　

記

本
号
で
は
、
西
洋
史
の
山
田
先
生
の
中
世
初
期
北
フ
ラ
ン

ス
貨
幣
史
の
論
文
、
博
士
後
期
課
程
の
星
野
宏
実
氏
の
ジ
ョ

ン
・
デ
ィ
レ
リ
ー
著
『
ク
リ
オ
の
別
の
息
子
た
ち
』
の
書
評
、

谷
口
先
生
と
母
利
の
史
料
紹
介
を
掲
載
し
ま
し
た
。
本
誌
の

論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
の
掲
載
に
際
し
て
は
、
前
号
か
ら
査
読

制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
な
ご
寄
稿
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

（
母
利
美
和
）

　『
史
窓
』
掲
載
論
文
・
資
料
等
の
京
都
女
子
大
学
学

術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登
録
と
公
開
申
請
に
つ
い
て

　

京
都
女
子
大
学
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
、
学
内

の
学
術
研
究
成
果
物
を
電
子
的
に
収
集
・
保
存
し
て
学

内
外
に
無
償
で
公
開
し
、
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
京
都
女
子
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト

リ
（
京
女
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、『
史
窓
』
に
お
き
ま
し
て
も
、
執
筆

者
全
員
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
同
紀
要
掲
載
論
文
・
資

料
等
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登
録
と
公
開
へ
の
申
請
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
登
録
と
公
開
申
請
の
手
続

き
は
、
公
開
に
必
要
な
複
製
権
と
公
衆
送
信
権
の
許
諾

を
お
願
い
す
る
も
の
で
、
著
作
権
の
譲
渡
を
お
願
い
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
本
誌
に
投
稿
さ
れ
る
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　
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